
●
と
き
／
種
目
／
と
こ
ろ

下
表

の
と
お
り

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
。
ま
た
は
市
内
で
活
動
す

る
団
体
に
加
入
し
て
い
る
人

●
申
し
込
み

実
施
時
期
に
合
わ

せ
て
案
内
す
る
回
覧
板
を
参
考
に
、

直
接
各
地
区
の
体
育
指
導
委
員
へ

●
そ
の
他

事
故
お
よ
び
け
が
は
、

市
ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
で
対
応
し

ま
す

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

広報あんじょう 2011.5.15 俄

ところ種　目と　き学　区
柿田グラウンドソフトボール９月１１・１８日掌※１

東山中
デンソー安城体育館ソフトバレー、バドミントン９月２５日掌

市柔道場柔道６月２６日掌

安城北中 安城北中学校バドミントン、ラージボール卓球８月２８日掌

市ソフトボール場ソフトボール９月２５日掌

二本木小学校卓球９月１１日掌

篠目中
美園公園、篠目公園グラウンド・ゴルフ

９月２５日掌 梨の里小学校バレーボール、ソフトバレー
作野小学校インディアカ

桜町小学校インディアカ、バドミントン、
ショートテニス、卓球７月３日掌桜町小

安城南中 横山グラウンドグラウンド・ゴルフ

錦町小学校
親子三世代ゲートボール８月２８日掌

錦町小
バドミントン、卓球９月１１日掌

安祥中学校バドミントン、ラージボール卓球、
インディアカ、ソフトバレー８月２１日掌

安祥中

東公園グラウンド・ゴルフ９月１１日掌※２安城東部小

安城南部小学校
ソフトバレー５月２９日掌

安城南部小 ミニテニス６月２６日掌

桜井中央公園ソフトボール９月４日掌※２

祥南小学校
グラウンド・ゴルフ５月２２日掌

祥南小
フットベースボール９月２５日掌

赤松子ども運動広場グラウンド・ゴルフ６月５日掌

安城西中 安城西中学校
ソフトボール（スローピッチ）、バ
ドミントン、インディアカ、卓球、
ソフトバレー

８月２８日掌

正福田緑地公園ゲートボール９月１１日掌

東端農村公園ゲートボール８月２４日昌※３

明祥中
明祥中学校

ソフトボール（スローピッチ）、バ
ドミントン８月２８日掌

ソフトバレー、卓球９月１８日掌

桜井公民館カローリング５月２８日松桜井中
※予備日　１施９月２５日掌　２施９月１８日掌　３施８月２５日昭

表：地域スポーツ交流会のとき／種目／ところ

Ϛ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ӡ
ಈ
ਪ
ਐ

市
民
地
域
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　
４
月
　

日
ま
で
に
市
社
会
福
祉

１５

協
議
会
へ
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、

７
１
１
０
万
６
９
２
２
円
で
す
。

●
４
月
１
日
～
　

日
受
付
分

１５

〈
敬
称
略
〉

赤
堀
和
美
、
安
藤
誠
、
牛
丸
エ
ミ

子
、
小
笠
原
は
る
、
岡
田
俊
一
、

神
谷
雅
次
、
神
谷
学
、
後
藤
喜
代

司
、
近
藤
正
之
・
多
恵
子
、
志
字

新
一
、
杉
浦
順
三
、
杉
浦
正
治
、

築
山
昭
治
、
永
谷
辰
美
、
濱
島
清

行
・
千
代
、
福
富
勝
治
、
藤
森
文

雄
、
細
井
規
史
、
細
井
宏
子
、
間

瀬
さ
く
ら
、
松
井
茂
子
、
松
本
浅

男
、
米
澤
房
雄
、
安
城
市
水
道
指

定
工
事
店
協
同
組
合
、
安
城
食
鳥
、

ア
ン
デ
ン
㈱
・
ア
ン
デ
ン
労
働
組

合
、
ア
ン
デ
ン
タ
イ
ラ
ン
ド
・
ア

ン
デ
ン
タ
イ
ラ
ン
ド
労
働
組
合
、

㈱
カ
ネ
ヒ
デ
、
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
チ

ャ
ー
ミ
ン
グ
、
光
徳
運
輸
㈱
、
㈲

東
海
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
、
パ
ワ

ー
ラ
ン
ド
、
㈱
平
松
木
型
製
作
所
、

㈱
マ
ル
ヤ
ス
物
流
サ
ー
ビ
ス
、
宮

元
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
㈱
ミ
ユ
キ
、
㈲

三
好
弥
、
夢
の
扉
、
相
生
町
内
会
、

赤
松
町
内
会
、
池
浦
町
内
会
、
石

井
町
内
会
、
井
畑
町
内
会
、
今
池

町
内
会
、
大
岡
町
内
会
、
小
川
町

内
会
、
柿
 
町
内
会
、
城
南
町
内

一
同
、
檜
親
睦
会
、
姫
小
川
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
、
㈱
平
松
木

型
製
作
所
従
業
員
一
同
、
福
釜
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
、
福
祉
気
功
ク
ラ

ブ
、
古
井
イ
ー
グ
ル
子
ど
も
会
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
安
城
第
３
団
、

ホ
リ
オ
工
業
㈱
一
同
、
前
の
池
南

子
ど
も
会
、
明
祥
中
学
校
第
　
回
２９

卒
業
生
同
窓
会
、
八
千
代
病
院
患

者
一
同
、
八
千
代
病
院
職
員
一
同
、

匿
名
、
募
金
箱
へ
の
多
数
の
寄
附

者

会
、
西
別
所
町
内
会
、

二
本
木
連
合
町
内
会
、

浜
屋
町
内
会
、
日
の
出

町
内
会
、
百
石
町
内
会
、

古
井
町
内
会
、
三
ツ
川

町
内
会
、
第
二
慈
恵
幼

稚
園
、
子
宝
保
育
園
、

赤
松
保
育
園
父
母
の
会
、

子
宝
保
育
園
職
員
一
同
、

西
部
保
育
園
父
母
の
会
、

三
ツ
川
保
育
園
保
護
者
・

職
員
、
安
城
　
ロ
イ
ヤ

２８

ル
ク
ラ
ブ
、
安
城
歌
謡

ク
ラ
ブ
、
安
城
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会
、
安
城

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
職

員
一
同
、
安
城
市
ス
カ
ウ
ト
連
絡

協
議
会
、
安
城
市
二
本
木
剣
道
、

安
城
農
業
士
会
、
安
城
フ
ァ
イ
ヤ

ー
ド
ラ
ゴ
ン
、
安
城
保
護
区
保
護

司
会
、
池
浦
町
墓
地
管
理
組
合
、

エ
ニ
ー
ホ
ー
ム
安
城
衛
生
協
会
、

㈱
カ
ネ
ヒ
デ
社
員
一
同
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
Ｄ
o
、
国
際
親

善
空
手
道
連
盟
闘
真
会
館
、
桜
井

ク
ラ
ブ
、
桜
井
町
牛
歩
の
会
、
西

三
河
農
業
共
済
組
合
職
員
一
同
、

西
三
河
働
く
人
の
く
ら
し
・
健
康

ネ
ッ
ト
、
東
端
町
竹
の
子
会
、
檜

建
設
安
全
協
会
、
檜
建
設
㈱
社
員

■問
▼
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

（
緯〈
　
〉２
９
４
１
）

７７

広報あんじょう　2011.5.15峨

東
日
本
大
震
災
義
援
金
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

安
城
桜
ま
つ
り
　

写
生
大
会
・

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
定

〈
優
秀
賞
〉

浅
岡
 由
  次
 、
大
原

よ
し
 つ
ぐ

 尚
 
し
ょ
う

 石
 、
松
原
 香
 

い
し
 

か

 代
  子
 、
森
澤
 憲
  久
 、
川
治
 静
  子
 

よ
 
こ
 

の
り
 ひ
さ
 

し
ず
 
こ

※
ほ
か
入
選
　
点
、
佳
作
　
点
。

１０

１５

■
入
賞
作
品
の
展
示

●
と
き
　
５
月
　
日
昇
～
　
日
掌

２４

２９

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
　
日
は

２４

午
後
１
時
か
ら
、
　
日
は
午
前
　

２９

１１

時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

■
表
彰
式

●
と
き
　
５
月
　
日
掌
午
前
　
時

２９

１０

　
分
３０●

と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

■
写
生
大
会

●
応
募
数
　
　
点
２７０

最
優
秀
賞
は
次
の
皆
さ
ん〈敬

称
略
〉

１
年
　
渡
辺
 稜
 
り
ょ
う

 之
 （桜
林
小
）

の

２
年
　
矢
後
わ
か
な（
安
城
南
部
小
）

３
年
　
榊
原
 奈
  月
 （安
城
東
部
小
）

な
 
つ
き

４
年
　
古
澤
 春
  華
 （桜
井
小
）

は
る
 
か

５
年
　
秋
田
 祐
  加
 （丈
山
小
）

ゆ
 
か

６
年
　
山
本
の
ぞ
 美
 （安
城
中
部
小
）

み

※
ほ
か
各
学
年
で
優
秀
賞
７
点
。

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
応
募
数
　
　
点
２９４

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
は
次
の
皆
さ

ん

〈
敬
称
略
〉

〈
最
優
秀
賞
〉

小
澤
 昌
 
し
ょ
う

 平
 「春
の
宵
」

へ
い

■問
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

小澤昌平さんの作品

山本のぞ美さんの作品
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在
学
で
、
４
月
１
日
現
在
、
満
　１８

歳
以
上
の
人

●
募
集
人
数
　
２
人
程
度

●
申
し
込
み
　
５
月
　
日
捷
～
　

１６

３１

日
昇
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
松
掌
を
除
く
）に
、
応
募
用

１５紙
と「
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
に

つ
い
て
の
私
の
考
え
」を
書
い
た

　
字
程
度
の
作
文
を
、
持
参
か
郵

８００送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
経

　
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
行
政
改

革
に
関
し
、
幅
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
聞
く
た
め
、
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
内
容
　
８
月
～
平
成
　
年
３
月

２５

を
任
期
と
し
、
各
年
度
２
回
程
度

（
全
４
回
を
予
定
）開
催
す
る
懇
話

会
へ
出
席

●
選
考
　
作
文
・
面
接

●
応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

■問
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　

〉１
５
１
５
）

７６

■問
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈
　

〉２
２
２
６
）

７１

高
齢
者
な
ど
実
態
調
査
の
結
果

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
健
康
で
生

き
が
い
を
持
ち
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
あ
ん
ジ

ョ
イ
プ
ラ
ン
（
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
）
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
を
見
直
す
た
め
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
の
実
態
や
健
康

状
態
、
介
護
保
険
を
始
め
と
す
る

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向

調
査
を
、
昨
年
　

月
か
ら
今
年
１

１２

月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
概

要
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
介
護
保
険
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
調
査
概
要

●
調
査
対
象
　
一
般
高
齢
者（
※
）、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
で
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

※
一
般
高
齢
者
は
無
作
為
抽
出
。

●
調
査
人
数
　
５
９
５
８
人

●
調
査
方
法
　
郵
送
配
布
・
回
収
、

施
設
職
員
に
よ
る
聞
き
取
り

●
回
答
率
　
　
・
３
％

７３

■
調
査
結
果
か
ら
の
課
題

●
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
と
社

会
参
加
の
促
進
　
高
齢
者
が
生
活

す
る
上
で
、「
健
康
」「
生
き
が
い
」

「
社
会
参
加
」は
重
要
な
要
素
で
す
。

高
齢
者
が
社
会
と
関
わ
り
、
人
と

の
交
流
の
中
で
生
き
が
い
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
、

そ
れ
を
介
護
予
防
に
つ
な
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す

●
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
推
進

多
く
の
高
齢
者
は
、
居
宅
介
護
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
行
政
の
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険

外
の
民
間
事
業
者
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
で
の
助
け
合
い
も
含
め
て
、
居

宅
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充

実
　
利
用
者
が
満
足
で
き
る
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
た
め
に
、

介
護
保
険
事
業
者
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
へ
の
適
切
な
研
修
・
指

導
・
情
報
提
供
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
本
人
や
家
族
へ
の
的
確
な

情
報
提
供
が
必
要
で
す

●
テ
ー
マ
　
家
庭
教
育
、
環
境
、

多
文
化
共
生
、
地
域
貢
献
、
地
域

参
加
な
ど

●
期
間
　
　
月
～
来
年
３
月

１０

●
内
容
　
広
く
市
民
を
対
象
と
し

た
、
市
内
で
２
回
以
上
開
催
す
る

講
義
・
実
習
形
式
の
も
の（
講
演

会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
参
加
者
が
多

数
で
、
１
回
限
り
の
も
の
は
不
可
）

●
対
象
　
５
人
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
構
成
し
、
規
約
・

会
則
を
定
め
て
い
る
団
体

※
特
定
の
宗
教
や
政
治
思
想
の
普

及
活
動
を
し
て
い
る
場
合
は
不

可
。

●
募
集
講
座
数
　
５
講
座
程
度

●
市
の
支
援
内
容
　

①
講
師
謝
礼
、
消
耗
品
・
会
場
使

用
料
の
経
費
負
担（
上
限
あ
り
）

②
生
涯
学
習
情
報
誌
に
よ
る
広
報

③
講
座
の
企
画
、
運
営
へ
の
助
言

●
そ
の
他
　
ほ
か
の
助
成
金
・
補

助
金
を
受
け
て
い
る
も
の
は
不
可

●
申
し
込
み
　
６
月
　
日
昌
ま
で

１５

に
、
所
定
の
申
請
書
・
企
画
書
、

団
体
の
規
約
・
会
則
を
持
っ
て
、

文
化
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
請
書
・
企
画
書
は
、
同
セ
ン

タ
ー
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
配
布
。

営
管
理
課（
〒
　－

８
５
０
１
住

４４６

所
記
載
不
要
／
胃〈
　
〉１
１
１
２

７６

／keiei@
city.anjo.aichi.jp

）

へ※
応
募
用
紙
は
、
同
課
・
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　

〉２
２
０
５
）

７１

行
政
改
革
懇
話
会
委
員
を
募
集

օ
͞
Μ
の
企
画
Ͱ
ͻ
と
ͮ
͘
り
・
地
域
ͮ
͘
り

市
民
企
画
講
座
募
集
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姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ン

チ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
市
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ホ
ブ
ソ
ン
ズ
ベ
イ
市
へ

派
遣
す
る
、
　

人
の
交
換
学
生
・

１０

引
率
教
諭
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
市
へ
は

今
年
で
　

回
目
、
ホ
ブ
ソ
ン
ズ
ベ

２８

イ
市
へ
は
　

回
目
の
派
遣
（
旧
ア

１７

ル
ト
ナ
市
か
ら
通
算
す
る
と
　

回
２２

目
）
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
、
各
種
交
流
行
事

に
参
加
し
、
友
好
を
深
め
な
が
ら

異
文
化
を
体
験
し
ま
す
。

　
派
遣
す
る
交
換
学
生

と
引
率
教
諭
は
次
の
皆

さ
ん
。
　
　

〈
敬
称
略
〉

●
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
ビ
ー

チ
市
　
写
真
前
列
左
か

ら
、
太
田
 早
  紀
 （安
城

さ
 
き

南
中
３
年
）、杉
浦
 綾
 
あ
や

（
明
祥
中
３
年
）、鈴
木

ひ
か
り（
安
祥
中
３
年
）、

野
川
 菜
  美
  子
 （桜
井
中

な
 
み
 
こ

３
年
）、鈴
木
 珠
  美
 （新

た
ま
 
み

田
小
教
諭
）

※
派
遣
期
間
は
、
６
月

　
日
昌
～
７
月
　
日

２９

１３

昌
。

●
ホ
ブ
ソ
ン
ズ
ベ
イ
市

写
真
後
列
左
か
ら
、
森

部
 咲
  貴
 （安
城
北
中
３
年
）、廣
瀬

さ
 
き

 大
  也
 （安
城
西
中
３
年
）、白
野
 瑞
 

ひ
ろ
 
や
 

み
ず

 葵
 （東
山
中
３
年
）、神
谷
 奈
  那
 （篠

き
 

な
 
な

目
中
３
年
）、深
津
 由
  佳
 （南
部
小

ゆ
 
か

教
諭
）

※
派
遣
期
間
は
、
６
月
　
日
昭
～

３０

７
月
　
日
昭
。

１４
■問
▼
市
国
際
交
流
協
会

（
市
民
協
働
課
内
）

（
緯〈
　
〉２
２
６
０
）

７１

姉
妹
都
市
へ
派
遣
す
る
交
換
学
生

な
ど
を
決
定

　
日
晶
午
後
６
時
～
８
時
　
分

２６

３０

※
出
演
時
間
は
１
グ
ル
ー
プ
　
分
。

３０

●
と
こ
ろ
　
水
の
ス
テ
ー
ジ

●
対
象
　
チ
ア
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

●
定
員
　
各
４
組
程
度

■
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
ル
イ
ベ
ン
ト

●
と
き
　
８
月
　
日
松
・
　
日
掌
・

１３

１４

　
日
松
・
　
日
掌
・
　
日
松
・
　

２０

２１

２７

２８

日
掌
午
後
３
時
～
８
時
で
１
回
　３０

分
の
ス
テ
ー
ジ
を
１
・
２
回
。

●
と
こ
ろ
　
花
の
大
温
室
フ
ロ
ー

ラ
ル
プ
レ
イ
ス

●
内
容
　
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
大
道

芸
な
ど
デ
ン
パ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
う
夏
ら
し
い
も
の
。
大
音
量

の
も
の
は
不
可

●
定
員
　
各
１
組
程
度

●
申
し
込
み
　
６
月
　
日
掌
ま
で

２６

（
必
着
）に
、
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
簡
単
な
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
、
参
加
希
望
日（
必
ず
記

入
。
参
加
可
能
日
が
複
数
あ
れ
ば

そ
れ
も
）を
記
入
し
、
内
容
の
わ

か
る
Ｍ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

を
添
え
て
、
郵
送
で
デ
ン
パ
ー
ク

（
〒
　－

０
０
４
６
赤
松
町
梶
１
）

４４６
へ※

過
去
１
年
間
に
参
加
実
績
が
あ

る
場
合
は
、
デ
モ
テ
ー
プ
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他
　
①
高
度
な
音
響
操
作

が
必
要
な
場
合
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
を
手
配
し
て
く
だ
さ
い
　
②
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
出
演
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
　

③
謝
礼
と
し
て
、
出
演
者
１
人
に

つ
き
デ
ン
パ
ー
ク
招
待
券
を
２
枚

差
し
上
げ
ま
す
　
④
デ
モ
テ
ー
プ

は
返
却
し
ま
せ
ん
　
⑤
出
演
の
可

否
に
つ
い
て
は
、
７
月
　
日
昇
ま

１２

で
に
連
絡
し
ま
す

※
８
月
　
日
晶
～
　
日
掌
は
、
午

１２

２８

後
９
時
ま
で
開
園
し
ま
す
。

■
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

●
と
き
　
８
月
　
日
晶
・
　
日
晶
・

１２

１９

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈
　
〉７
１
１
１
）

９２

σ
ン
ύ
ー
Ϋủ
α
Ϛ
ー
ϑ
ỻ
ス
テ
ỹ
ό
ϧ
Ứ

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

●
と
き
　
５
月
　
日
晶
午
前

２７

　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

●
と
こ
ろ
　
マ
ー
メ
イ
ド
パ

レ
ス

●
対
象
　
生
後
６
カ
月
～
未

就
園
児
の
保
護
者

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１０

●
費
用
　
施
設
使
用
料

●
持
ち
物
　
運
動
に
適
し
た

服
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
タ

オ
ル
・
飲
み
物

●
そ
の
他
　
託
児
あ
り（
生

後
６
カ
月
～
未
就
園
児
、
先

着
　
人
）

１０
●
申
し
込
み
　
５
月
　
日
晶

２０

午
前
　
時
か
ら（
　
日
捷
を

１０

２３

除
く
）マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

（
緯〈
　
〉７
３
５
１
）へ

９２


